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平成29年7月10日 北陸信越運輸局法令試験問題 

 

 

 

 

問１ 次の文章うち正しいものには○印を、誤っているものには×印を解答用紙に記入し

てください。 

 

1.  道路運送法には、法人タクシー事業及び個人タクシー事業の２つの事業が、一般乗

用旅客自動車運送事業であることが規定されています。 

 

2.  道路運送法に規定する運賃及び料金の変更認可申請を、個人タクシー事業者は行う

ことができません。 

 

3.  一般乗用旅客自動車運送事業の運送約款は、運賃及び料金の収受並びに事業者の責

任に関する事項を定める必要はありません。 

 

4.  旅行鞄等を携行する旅客から運送の申込みがあったときには、タクシーに当該旅行

鞄等を掲載するとその積載の方法が道路交通法違反となる場合には、運送の引受けを

拒絶することができます。（※） 

 

5.  事業者は、営業所の名称その他国土交通省令で定める軽微な事項に係る変更につい

ては、その手続を省略することができます。 

 

6.  営業区域内でタクシーに乗車した旅客の依頼によって営業区域外で他の旅客を同乗

させて、営業区域外の着地まで運送した場合は、道路運送法違反になりません。 

 

7.  一般乗用旅客自動車運送事業者は、災害の場合その他緊急を要するときは乗合旅客

の運送をすることができます。 

 

8.  道路運送法において一般旅客自動車運送事業者は、特定の旅客に対し、不当な差別

的取扱いをしてはならないことが規定されていますが、個人タクシー事業者はその適

用が除外されます。 

 

 

試験問題の問１中「個人タクシー事業者」等の語句の意味は、それぞれ次のとおりとする。 

・ 「個人タクシー事業者」、「タクシー事業者」、「事業者」…一般乗用旅客自動車運送事業者

（１人１車制個人タクシー） 

・ 「タクシー」…一般乗用旅客自動車運送事業用自動車 
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9.  道路運送法では、一般旅客自動車運送事業者がその名義を他人に当該事業のため利

用させてはならないことが規定されていますが、個人タクシー事業者については当該

規定は適用されません。 

 

10.  個人タクシー事業の譲渡及び譲受は、譲渡譲受契約があっても道路運送法に規定す

る手続きを行い認可を受けなければその効力は生じません。 

 

11.  個人タクシー事業者が許可に付された条件に違反したときは、６月以内において期

間を定めて自動車その他の輸送施設の当該事業のための使用の停止を命ぜられること

があります。 

 

12.  道路運送法第５条第１項第３号の営業区域は、輸送の安全、事業者の利便等を勘案

して、地方運輸局長が定める区域を単位としています。 

 

13.  事業者は、旅客に対する取扱いその他運輸に関して苦情を受けたときは、これにつ

いて遅滞なく弁明しなければならないことになっていますが、この場合、氏名及び住

所を明らかにしない者に対しては、弁明をする必要がありません。 

 

14.  乗車するときには気が付かない場合であっても、運送の途中に旅客が危険物（旅客

自動車運送事業運輸規則で規定されているもの）を携帯していることが判明したとき

は、その時点で当該旅客に対し運送の継続を拒絶することができます。 

 

15.  事業者は、「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」に定める一

類感染症、二類感染症、新型インフルエンザ等感染症若しくは指定感染症（同法第７

条の規定に基づき、政令で定めるところにより、同法第１９条又は第２０条の規定を

準用するものに限る。）の患者（同法第８条（同法第７条において準用する場合を含む。）

の規定により一類感染症、二類感染症、新型インフルエンザ等感染症又は指定感染症

の患者とみなされる者を含む。）又は新感染症の所見がある者については、付添人を伴

っている場合であっても、運送の引受けを拒絶することができます。 

 

16.  一般旅客自動車運送事業者は、旅客が事業用自動車内において法令の規定又は公の

秩序若しくは善良の風俗に反する行為をするときは、これを制止し、又は必要な事項

を旅客に指示しても従わない場合、当該旅客に対し運送の継続を拒絶することができ

ます。 

 

17.  旅客自動車運送事業者は、旅客の運送中に天災その他の事故により当該旅客が負傷

したときは、すみやかに応急手当をした場合、旅客を保護する必要はありません。 

 

18.  個人タクシー事業者は、乗務した事業用自動車の走行距離計に表示されている乗務

の開始時における走行距離の積算キロ数を、乗務記録に記録する必要はありません。 
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19.  事業者は、事業用自動車に係る事故が発生した場合、一定の事項を記録し、当該記

録を運行を管理する営業所において３年間保存しなければなりません。 

 

20.  旅客自動車運送事業者は、事業用自動車内に当該事業者の氏名又は名称を掲示する

必要はありません。 

 

21.  旅客自動車運送事業者は、事業用自動車に応急修理のために必要な器具及び部品を

備えなければ、当該事業用自動車を旅客の運送の用に供してはなりませんが、運送の

途中において当該事業用自動車に故障が発生した場合に、これらの器具及び部品を容

易に供給することができるときは、当該事業用自動車を旅客の運送の用に供すること

ができます。 

 

22.  タクシー運転者が、旅客の現在するタクシーを運行中、当該自動車の重大な故障を

発見し、又は重大な事故が発生するおそれがあると認められたときは、直ちに、運行

を中止しなければならない。 

 

23.  迎車又は無線待機の状態において、タクシー運転者は「回送板」を掲出することが

できません。 

 

24.  旅客自動車運送事業者の事業用自動車の運転者は、坂路において事業用自動車から

離れるとき及び安全な運行に支障がある箇所を通過するときは、旅客を降車させなけ

ればなりません。 

 

25.  旅客自動車運送事業者は、事業報告書及び輸送実績報告書を毎年５月３１日までに

行政庁に提出しなければなりません。 

 

26.  輸送実績報告書の事故件数は重大事故件数のみ記載することとなっています。 

 

27.  一般乗用旅客自動車運送事業の標準運送約款には、この運送約款に定めのない事項

については、法令の定めるところ又は一般の慣習によることが規定されています。 

 

28.  個人タクシー事業者が、その事業を６０日間休止した場合には「運転日報」にその

旨を明記することにより、道路運送法第３８条第１項の規定による「事業の休止届出

書」を提出する必要はありません。 

 

29.  身体障害者割引及び遠距離割引の割引条件に該当する場合は重複して適用するもの

としますが、身体障害者割引及び知的障害者割引の割引条件に該当する場合は割引の

重複はできません。 
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30.  一般乗用旅客自動車運送事業の運賃の種類は、距離制運賃、時間制運賃、定額運賃

とされています。 

 

31.  自動車の使用者は、道路運送車両法の規定に基づく点検を行い必要に応じ整備をす

ることにより、当該自動車を保安基準に適合するよう維持することが義務付けられて

います。 

 

32.  道路運送法の規定に基づく「事業の休止」中であっても、道路運送車両法の規定す

る継続検査を行うことができます。 

 

33.  自動車には、国土交通省令の定めにより検査標章が表示されていれば、自動車検査

証を当該自動車に備え付ける必要はありません。 

 

34.  自動車事故報告規則の規定に基づく報告書は、管轄の警察署が発行する事故証明書

をもってこれに替えることはできません。 

 

35.  個人タクシー事業者は、タクシーを運転中に自動車が転覆・転落する事故を引き起

こした場合、３０日以内に自動車事故報告書を提出しなければなりません。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※）「掲載」となっていますが、原文通りです。 
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問２ 次の〔  〕にあてはまる言葉を下の語群の中から選び、解答用紙に記号を記入し

てください。 
 

○道路運送法第30条 

 

（公衆の利便を阻害する行為の禁止等） 

第三十条 一般旅客自動車運送事業者は、〔 Ａ 〕に対し、不当な〔 Ｂ 〕条

件によることを求め、その他公衆の利便を阻害する行為をしてはならない。 

２ 一般旅客自動車運送事業者は、一般旅客自動車運送事業の〔 Ｃ 〕な

〔 Ｄ 〕を阻害する結果を生ずるような〔 Ｅ 〕をしてはならない。 

３ （略） 

４ （略） 

 

ア 堅実 イ 発達 ウ 輸送 エ 乗客 

オ 競合 カ 運送 キ 競争 ク 発展 

ケ 良好 コ 進展 サ お客 シ 健全 

ス 旅客 セ 争い ソ 運行   
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氏名                   

 

平成29年7月10日実施 北陸信越運輸局 

法令試験問題 

解答用紙 

 

問１ 

 

 

 

問２ 

 

１  ２  ３  ４  ５  

６  ７  ８  ９  10  

11  12  13  14  15  

16  17  18  19  20  

21  22  23  24  25  

26  27  28  29  30  

31  32  33  34  35  

Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  Ｅ  


